

























(1)  a. 今忙しいんです。 
  b. 今パソコンがウイルスに感染してて忙しいんです。（石黒 2017：125 下線は筆者による） 
(2)  a. 悪いんですけど，手伝ってくれますか。 
  b. 申し訳ないんですけど，手伝ってくれますか。 












(3)  今日の授業はとてもよかったですよ。       （清水 2013：140 下線は筆者による） 
(4)  a. 課長、お上手ですね！ 
b. 課長、よかったですよ。 
c. 課長の腕前には感服いたしました。 





































                                                        




















(5)  a. いい人＜善良な＞     b. いい男＜顔立ちがきれいな＞ 
c. いい女＜容姿が魅力的な＞  d. いい子＜従順な＞ 
（山田 2000：126 下線と＜＞内の意味説明は筆者による。） 
 
 述語用法である「N が C にいい」，「C にいい N」という形式では，「体にいい野菜」のように，
C に求められる条件を N が満たすことが表される。但し，条件を満たすことで＜受け入れられる
＞のか，＜受け入れられる＞ことが条件を満たす要件になっているのか，という点が循環する。
しかし，根底には＜受け入れられる＞という特徴がある点が強調される。このほか，「N は P がい


































(7)  a. このオフィスチェアも，あのソファもいい＜上質＞。 
b. このオフィスチェアも，あのソファもいい＜上質 / *（研究室に置くのに）適切＞。 
















(8)  a. いいですよ，来ても。（構成要素の倒置） 
b. 来ても多分いいよ。（構成要素間への語句の挿入） 
















2014 年に，首都圏（東京・神奈川・埼玉・千葉）に在住ないし 5，6 歳から 12，13 歳までの言語
形成期を首都圏で過ごした 10 代から 90 代の男女 31 名から採録されている。談話データは，自宅・
職場・外出先での 96 場面，合計 17 時間 38 分の日本語母語話者同士の雑談を文字化したコーパス
である。なお，話し手は，緩やかな条件で選ばれており，話し手の個性も念頭において分析する











上下関係は，役職・専門性・年齢から判断した。以上により得られた 11 場面の「いい」144 件を









                                                        
2 「良い」などの別表記も検索したが，別表記による入力はデータに含まれていなかった。 
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 (10)  a. ＜少し間＞これはどうしたらい（＝いい）んですか？＜笑い＞。 
（場面番号 30f103 発話文番号 83） 
 b. もう企画書を出してくださいって言（い）われて、「企画書って、これ以上、何（な
に）書けばいいの」【引用部は口調を変えて】って。 （場面番号 50f103 発話文番号 147） 
 c. いつも思うんだけどさー、学生に、学生があそこで何（なん）かやってもさー、さ、






















力者 A20f の職場である呉服店で，A20f・A20f の同僚 B40f・A20f と B40f の上司 C50f，3 名の雑
談である。上司 C50f が部下 B40f が食事を取ることを「いい」と＜許可＞している。 
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 (11) 目上→目下＜許可＞ 
C50f  ご飯は？↑、［B40f 姓］さん＝。 
C50f  ＝まだ大丈夫？↑、★＃＃＃＃。 
B40f  →うん、食べたい←んですけどー//。 
C50f  うん、★行（い）っといで（＝行っておいで）。 
B40f  →何（なん）か←。 
C50f  全然いいよ、二人いるんだもん。       （場面番号 20F202 発話文番号 267-272） 
 
 続いて，（12）は，出版企画営業担当の A40f・執筆者の講師 4 人（B40f，C40f，E40f，F40f）・
編集委託先の担当編集者 D50f，6 名による英語教材の編集打ち合わせである。年齢は D50f が最も
上だが，出版物の内容を作成・推敲する責任は執筆者 4 名にあり，グループ内での専門性は B40f，
C40f，E40f，F40f が上位だと想定される。なお，A40f と執筆者 4 名との親疎は普通である。A40f
が相槌に「うーんー」とあまり丁寧でない表現を使用しているが，年上の同僚がいるほかの場面












E40f →絶対入（い）れ←｛ねえ［不明 f］｝ないと分からないですよ｛うーんー［A40f］｝ね。 
B40f ここ、だって、書かせてるもん、ちゃんと｛うん［不明 f］｝日本語（にほんご）付けて
｛うん［不明 f］｝。              （場面番号 40F203 発話文番号 236-243） 
 
 （13）は，中学教員の A50f・A50f 娘の舞の相弟子 B50f・A50f 娘の舞の先生 C50f，3 名が発表会
の衣装について雑談を交えながら相談している場面である。全員同年代だが，舞の専門性からC50f







C50f ＝うん＝。                 （場面番号 50F203 発話文番号 207-218） 
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 （14）は，大学教員の同僚 2 名による研究室での雑談である。ボーナスの使い道や出張旅費の建
て替えについて一通り話した後，依頼された時間分談話を収録するために新しい話題で談話を継
続する場面である。年上の B50m が自身の服の嗜好について安いことを＜適切＞と評価している。 
 
(14) 目上→目下＜適切＞ 
A30f  似たようなのを続けますか？↑。 
A30f  じゃあーー＜沈黙＞好きな服のブランド＜笑い＞。 
B50m  僕、ブランドないから、別に、何（なん）でも、とにかく安く買えればいい。 
B50m  じゃあーー、好きな音楽について。 
A30f  ＜沈黙 4 秒＞あ、わたしですか？↑。 
B50m  僕は語れないし。             （場面番号 30F103 発話文番号 139-144） 
 
 （15）は，職場の部署で進行中の企画・休暇連絡・クレーム対応について４名で会議している場
面である。A40f は最も年上で，B30f，C40f，D20f は A40f の部下である。受注料金の説明をどの








の 1 拍目）、よくよく計算すると 701 円になってたりとか｛うんー［A40f］｝ある。 
C40f ＜沈黙＞だから＝、、 
A40f ＝ま（＝まあ）、★それが本体価格かどうかっていう＃＃＃＃して//。 
C40f →ま（＝まあ）、またでき、る限り、そのー←★700 円は本体価格で、プラス 35 円、税
別っていうほうが｛うーん［B30f］｝、［事業名 1］システムのシステム的に｛うん ［ーA40f］｝
計算ー★が得意//。 




A40f →700 円じゃなくて←も、例えば 600、80（＝「680」を切って言う）★何円（なんえん）
なのか＜笑い＞、うん。 
B30f →ああー、税←込みなのかどうか★を、はい。   （場面番号 40F202 発話文番号 90-98） 
 
 （16）は，（15）と同じ場面で，企画の打ち合わせと休暇連絡が済み，返金のクレームに話題が

















A40f ＝まあ、でも、昨日はありがとうございました。（場面番号 40F202 発話文番号 130-134） 
 
 （17），（18）は，塾講師 A50f が親しい裂き織りの先生 B60f と布の販売について雑談を交えなが






A50f  あ、先生、これ、あのー、生徒さんなんかに、、 
B60f  うん。 
A50f  見せるんだったら、これは、わりあい//。 
B60f  ああ、いいよね。              （場面番号 50F303 発話文番号 330-333） 
(18) 目上→目下＜上質/適切＞ 
A50f  これはね、いいと思うんですよ、、 
B60f  ねえ。 
A50f  品物が。 
B60f  うん。 
A50f  だから、＜少し間＞これは//。 
B60f  これよりね、、 
A50f  はい。 
B60f  こっちのほうのがいいよね。 
A50f  うん、絶対、絶対。             （場面番号 50F303 発話文番号 379-1 -385） 
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 3.2.2 目下から目上に使用された「いい」 
 次に，目下から目上に「いい」が使用された場面を見ていく。（19）は，（15），（16）と同じ場
面で，進行中の企画について受注料金をどのように説明するか相談している談話である。年上で






A40f 70 そう★だね。 
B30f 71 →そんな←何件もないと★思う＃＃。 
A40f 72 →そう←だよね。 
A40f 73 じゃあ、そうしよう｛うん［B30f］｝。       （場面番号 40F202 発話文番号 69-73） 
 
 （20）は，（17），（18）と同じ場面である。A50f が目上の B60f に「と思う」などの感想の形式
に包むことなく，＜許可＞を示している。ここで注目したいのは，染色をしない B60f が染色をす






B60f 347 あたしは、染められないから、あなたが買って↑。 
B60f 348 じゃ、あたし、★あなたが売れたので。 
A50f 349 →はい、いいですよ←。 
B60f 350 ★30（さんじっ）パーセント、あたしにいただいたものをあなたにあげる。 
A50f 351 →いいですよ、いいですよ、はいはい←。 
＜許可＞ ＜適切/許可＞（場面番号 50F303 発話文番号 347-351） 
 
 （21）は，大学教員 A50f が親しいゼミの学生 B20f と教育実習の企画について雑談を交えなが
ら相談を受けている場面である。学生 B20f がゲストスピーカーにある人物の話が適切だと評価し，
時間の長さについても 30 分程度が適切だと話している。ここで注目したいのは，B20f がこの場
















す。                    （場面番号 50F103 発話文番号 124-131） 
 





















B30f 言（い）われますもんね＝。          （場面番号 50F302 発話文番号 142-156） 
 





A50f  で、あたし、あのー｛うん［B60f］｝、ほら、皆さんが、ブラウス作るってやつ↑、、 
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 B60f  うんうん＝。 
A50f  ＝あれはいいと思うんですよ。    （場面番号 50F303 発話文番号 300-1 - 300-2） 
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(25) a. 今忙しいんです。 
  b. 今パソコンがウイルスに感染してて忙しいんです。（（1）再掲） 
(26) a. 悪いんですけど，手伝ってくれますか。 








(27) a. 先生、ジョーズニ教エマシタ。                  （水谷 2015：125） 
























(27) a. 先生の授業はいいですね。 
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